
　
　
　
　
、
紹
　
　
　
，
、
介

醗
に
附
す
る
薯
轡
を
有
し
て
居
る
が
此
度
そ
の
論
文
を
集
め
て
紳

事
議
風
俗
博
壁
冷
随
錐
の
鰍
篇
ミ
し
そ
の
三
篇
が
今
憶
に
出
た
の

で
み
る
℃
，
、
ぞ
分
内
容
葱
帖
か
紹
介
す
る
こ
ざ
ば
出
得
な
い
が
叙
遽

は
極
の
て
黙
殺
で
あ
の
取
材
も
長
里
で
我
々
が
民
俗
に
つ
い
て
注

意
し
ぞ
う
な
問
題
に
大
抵
こ
れ
を
取
扱
っ
て
み
る
。

　
こ
の
學
問
は
我
が
國
に
於
て
短
い
歴
史
一
そ
の
萌
芽
は
既
に

久
し
ぐ
あ
っ
た
ミ
し
て
も
一
し
か
も
っ
て
み
な
い
。
い
は
津
新

興
の
雛
遊
で
あ
る
ゆ
鞭
っ
て
そ
こ
に
は
濃
溺
た
る
元
無
ざ
ま
た
墨

ぐ
」
し
て
の
不
整
頓
が
豫
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
本
書
の
内
容
も
こ

の
豫
想
を
裏
切
を
も
の
で
は
な
い
。
入
は
そ
こ
に
多
く
の
興
味
あ

る
思
ひ
付
き
を
嚢
兇
す
る
ぐ
」
共
に
そ
の
論
題
の
不
充
分
に
つ
い
て

】
種
の
物
足
り
な
さ
を
感
ず
る
で
あ
ら
う
。
印
ち
問
題
の
取
扱
ひ

が
な
ほ
羅
列
陶
で
あ
の
概
念
の
分
析
が
土
製
で
な
い
。
こ
れ
は
民

俗
墨
が
二
面
ミ
し
て
未
だ
明
確
な
る
艦
系
を
有
た
な
い
こ
ミ
を
「

の
凛
因
く
」
し
で
み
る
。
我
々
は
著
者
が
極
量
の
爲
に
擁
は
れ
し
多

年
の
努
力
を
慰
謝
す
る
ε
共
に
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
斯
の
如
く

感
ず
る
を
禁
じ
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
鮎
に
於
で
署
者

の
脅
重
ミ
斯
學
に
た
つ
さ
は
る
新
進
墨
徒
の
努
力
ミ
を
期
待
す
る

　
　
　
　
　
　
餓
〃
十
山
ハ
巻
　
第
噌
傭
鱗
　
　
　
一
四
四

も
の
で
あ
る
。
（
四
六
版
谷
篇
四
五
〇
頁
内
外
』
走
償
各
三
・
二
〇

東
京
大
岡
鷹
響
店
長
行
）
〔
肥
後
〕

　
　
鯵
後
法
興
院
記

　
本
書
は
關
白
近
衛
政
家
の
文
正
元
年
二
＋
一
歳
の
時
よ
り
永
正

二
年
山
一
十
心
鷺
蔵
蘭
瑚
ち
其
の
ワ
箆
甜
＋
に
一
及
ぶ
全
曲
節
ご
｝
十
巻
の
M
日
記
で
、

世
に
寛
…
本
が
乏
し
く
墨
者
の
之
を
見
る
こ
ミ
が
容
易
で
癖
い
の
を

慧
憾
ε
し
、
此
度
不
泉
澄
博
士
が
主
ミ
な
り
、
近
衛
公
爵
家
に
藏
せ

ら
れ
る
原
本
に
よ
り
嚴
密
な
る
校
正
を
加
へ
－
て
之
を
印
慣
し
廣
ぐ

學
界
に
提
供
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
9
本
塁
記
は
其
．
間
多
少

の
串
断
は
有
る
が
、
戦
國
時
代
の
世
歌
、
公
家
の
生
活
、
信
仰
等
を

窺
ふ
べ
き
貴
重
の
史
料
で
あ
っ
て
、
此
の
公
刊
が
有
界
を
稗
号
す

る
こ
霊
の
多
大
な
る
は
言
ふ
迄
も
な
い
こ
一
こ
で
、
吾
人
は
博
士
始

め
校
正
直
に
當
ら
れ
た
幽
々
の
弊
苦
を
多
ミ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

（
菊
版
上
下
一
、
哺
巻
扁
五
三
〇
頁
、
束
京
至
文
堂
嚢
行
、
’
償
八
測
）

　
：
⑭
王
朝
澱
語
史
資
料
　
　
　
、
・
春
山
　
作
樹
編

　
本
書
は
日
本
教
育
與
を
修
め
る
書
生
の
演
習
用
ミ
し
て
王
朝
敏

育
史
の
資
料
ミ
な
る
べ
き
も
の
を
諸
書
よ
り
抜
瀧
輯
録
し
た
も
の

で
あ
っ
て
、
字
艦
を
古
書
の
儘
．
こ
し
、
回
訓
鮎
を
も
除
き
た
る
白

（　1；k4　）



女
で
あ
る
っ
そ
の
内
藤
は
」
令
義
解
抄
本
、
類
聚
三
代
格
抄
本
傷

類
聚
狩
宣
累
々
本
、
大
學
式
、
許
嫁
學
生
式
，
警
士
種
智
院
式
並

序
、
清
行
朝
臣
意
見
十
二
箇
斎
主
、
日
本
書
紀
抄
、
，
離
日
本
紀
抄

豊
本
後
頭
抄
、
績
日
本
後
羊
蹄
、
．
文
徳
實
録
抄
で
、
固
よ
り
王
朝

教
育
史
資
料
の
卒
部
で
は
な
い
が
、
聾
教
育
史
を
修
め
る
墨
生
が
古

書
を
止
む
演
留
用
ざ
し
て
袷
好
の
も
①
で
あ
る
。
　
（
菊
版
九
一
頁

℃
東
京
長
崎
書
店
登
行
、
燈
壼
圓
）
〔
以
上
松
野
〕

　
　
⑳
蒙
古
史
研
究
　
　
　
、
　
　
　
篇
内
　
　
撃
墜

　
故
箭
内
博
士
の
数
々
の
業
績
が
、
博
士
の
高
弟
た
る
岩
井
、
石

田
、
和
田
三
學
士
の
甚
大
な
る
努
力
に
よ
っ
て
千
二
百
頁
力
工
大

な
る
「
蒙
古
史
研
究
」
ミ
な
っ
て
先
般
上
梓
さ
れ
、
吾
人
の
机
上
を

飾
る
事
に
な
っ
た
の
は
、
實
に
近
年
に
於
け
る
塞
外
史
研
究
上

の
大
牧
獲
の
一
ミ
云
は
ね
ば
な
ら
ぬ
ゆ
今
他
國
の
事
は
措
い
て
陶

は
す
我
國
に
於
け
る
蓑
の
蒙
古
史
⊥
単
管
研
究
の
由
來
を
尋
ぬ
る

に
藷
之
は
決
し
て
古
い
も
の
で
な
く
、
大
艦
に
於
て
明
治
後
期
に
其

端
を
叢
す
る
9
前
之
翰
林
藩
士
文
芸
閣
先
生
が
我
邦
に
來
遊
さ
れ

た
の
は
明
治
三
＋
二
年
の
事
に
し
て
，
か
の
豪
華
元
朝
秘
史
を
我

に
憾
へ
ら
れ
た
の
は
三
十
四
年
暮
の
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
抑
々

　
　
　
　
　
織
　
　
　
介

我
閾
に
於
け
る
蒙
古
史
研
究
を
し
て
火
援
蔵
せ
し
む
る
緒
ミ
な
る

も
の
で
あ
っ
て
、
遽
に
明
治
四
＋
年
初
頭
故
那
珂
博
t
の
名
著
「
成

吉
銘
旗
實
録
」
の
出
る
に
至
っ
て
果
し
て
新
し
い
飛
躍
が
み
ら
る

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
故
那
珂
博
士
の
勢
業
は
其
以
前
に
も
有

っ
た
が
、
お
實
録
の
猷
現
が
蒙
古
史
研
究
に
勤
し
て
哺
韓
機
を
與

ふ
る
事
に
な
っ
て
此
に
新
し
い
研
究
時
代
が
作
む
出
さ
れ
九
事
は

否
ま
れ
ぬ
事
で
あ
ら
う
。
然
し
不
幸
に
し
て
洞
博
士
は
幾
く
も
な

く
し
て
他
界
さ
れ
た
爲
、
同
博
士
の
事
業
は
再
び
み
る
事
を
得
な

く
な
っ
た
が
、
や
が
て
東
都
に
斯
て
よ
く
此
事
業
を
紹
澄
し
之
を

し
て
第
二
期
の
出
展
を
平
ぐ
る
に
至
ら
し
め
た
人
は
、
乃
ち
故
箭

内
博
士
に
外
な
ら
な
い
。
費
に
故
箭
内
博
士
は
第
…
一
期
蒙
古
史
研

究
家
の
一
入
で
あ
り
、
東
都
に
於
て
先
人
那
珂
博
士
の
よ
き
後
糠

者
で
あ
っ
た
事
は
何
人
も
疑
は
ぬ
所
で
あ
る
◎

　
故
箭
内
博
士
の
研
究
は
本
書
序
文
に
白
鳥
博
士
の
設
か
る
る
如

く
、
叉
故
博
士
の
業
績
の
示
す
如
く
、
確
か
に
蒙
古
－
元
朝
の
制

度
に
閥
適
し
た
方
面
ぐ
」
、
蒙
古
満
洲
を
中
心
・
こ
す
る
歴
史
地
理
的

方
面
ε
が
主
流
々
な
し
て
屠
る
。
後
者
は
故
博
士
が
永
く
満
鐵
歴

史
調
査
部
の
一
員
憎
こ
し
て
研
究
さ
れ
た
爲
の
必
然
的
な
業
績
ミ
も

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巻
　
　
第
∴
號
　
　
　
一
四
五
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